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はじめに     

　ヘルスプロモーション研究センター（以下ヘル
プロ）は，自治体と協働して，生活習慣病や介護
の予防活動に取組んでいる．地域診断は効果的
な事業を検討する上で必須であり，これまで奈
良県明日香村，神奈川県真鶴町，群馬県嬬恋村
などで地域診断を実施し，健康課題の抽出や対
策の検討を行ってきた．また，全国の保健医療
関係者や自治体関係者のほか，協会施設の研修
医を対象に地域診断の指導者向けセミナーを開
催してきた1）～2）．
　平成28年度は，５月13日（金），14日（土）に「今
こそ地域診断」として２日間のセミナーを開催し
た．その内容は，１日目は記述疫学の基礎と既
存統計資料の活用（講師：当センターアドバイ
ザー　柳川 洋），２日目は特定健診データ等を
用いた地域診断の進め方（講師：国立保健医療科
学院　横山徹爾先生）であり，それぞれ講義と演
習を行った．当月号と８月号の２回にわたり，
各講師に執筆を依頼し，既存の統計資料やデー
タベースを用いた地域診断について紹介する．

　

地域診断

１．地域診断の背景と目的
　すべての国民が健やかで心豊かに生活できる
活力ある社会を目指す「21世紀の国民の健康づく
り運動（健康日本21）」が発足したのが平成12年３
月であった．その運動の基本方針として，①生
活習慣の改善，②健康増進・生活習慣病予防，
③壮年期死亡の減少，④健康寿命の延伸の４項
目を掲げ，栄養・食生活，身体活動・運動，休養・
こころの健康づくり，たばこ，アルコール，歯
の健康，糖尿病，循環器病，がんの９分野につ
いて80項目（重複による再掲項目を除くと59項目
になる）の指標を取り上げ，10年後の目標値を設
定して健康づくり活動を実践してきた．11年経
過した平成23年10月にこれらの指標の目標達成
度を評価分析した結果，目標値に達した項目は
16.9％に留まり，目標値に達していないが改善傾
向にある項目（42.4％）を加えると，約60％になっ
た．
　厚生労働省は，これらの評価成績および社会
情勢の変化を勘案して平成24年７月に，平成25
年度から平成34年度までの健康づくり運動「健康
日本21（第２次）」を策定した．新しい基本方針と
して，①健康寿命の延伸と健康格差の縮小，②
生活習慣病の発症予防，重症化予防の徹底，③
社会生活を営むために必要な機能の維持･向上，
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④健康を支え，守るための社会環境の整備，⑤
生活習慣および社会環境の改善，の５項目を掲
げ，ライフステージに応じて，健やかで心豊か
に生活できる活力ある社会を実現し，社会保障
制度が持続可能なものとなるよう，国民の健康
の増進の総合的な推進を図ろうとしている．
　多くの自治体は，「健康日本21（第２次）」を念頭
に置きつつも，地域の特性に応じた独自の健康
づくり活動を進めている．その際に地域の現状
と課題を客観的な指標によって明確にし，活動
の方向付けを行っているが，指標となる数値情
報を集めるのに，多くの時間と労力を費やさな
ければならない．政府統計の総合窓口（以下
e-Statと略）や関係府省のホームページを通して
広い分野の統計資料が公表されているので，各
自治体がこれらの情報を含めた統計資料をでき
るだけ効率的に検索し，適正な健康政策を策定
するための基礎資料として活用していただくこ
とを期待して，本稿を執筆することにした．

２．統計資料検索の窓口と総合的な統計資料
　表１は３つの検索窓口および総合的な統計資
料を示す．e-Statは，各府省の統計情報を１ヵ所
にまとめて提供するもので，総務省統計局にお

いて整備され，独立行政法人統計センターが運
用している．
　http://www.stat.go.jp/index.htm
　e-Statの機能としては，① 統計データを探す，
②地図や図表で見る，③調査項目を調べる，な
どがある3）．
　厚生労働統計一覧には，厚生労働省が実施し
ている主な統計調査や業務統計の調査内容，調
査対象，調査間隔，公表予定，実施担当部局お
よび集計結果表などが含まれており，人口･世帯，
保健衛生，社会福祉，老人保健福祉，社会保険，
社会保障，雇用，賃金，労働時間，福利厚生，
労使関係，労働災害･労働安全衛生，その他に分
類して，掲載されている．厚生労働省の最近公
表の統計資料は，年報，月報に分けて，公表日
の新しい順に掲載されている．
　総合的な統計資料は，複数の統計資料を要約
して毎年公開しているもので，日本統計年鑑な
ど６種類の資料を示した．

３．�人口統計，人口動態統計，生命表に関する
統計資料

　表２は人口統計および人口動態統計，生命表
に関する統計を示す．人口統計は，地域保健医

表１　統計資料の検索窓口と総合的な統計資料
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療に関する各種の統計資料を用いた指標の作成
に欠かすことのできないものであり，３種類の
代表的な統計資料を示した．
　人口動態統計は，保健医療福祉活動のための
地域診断に必ず取り上げなければならない重要
な統計資料である．人口動態調査の確定数は翌
年９月に公表されるが，５月に月報年計（概数）
がほとんど同じ形の製表で公表されるので，確
定数が公表される前には月報年計を参照すると
良い．
　生命表に関しては，人口動態調査の死亡統計
をベースにして毎年計算される簡易生命表と５
年ごとの国勢調査年に計算される完全生命表が
ある．完全生命表が計算される年には，都道府
県別および市区町村別の平均寿命も計算される．

平均寿命は，その地域の健康水準を示す総合的
な指標であると同時に他の地域，他の年次との
相互比較性を有する指標なので，地域の健康水
準を評価する上で欠かせない指標である．

４．保健行政に関する統計資料
　表３は保健行政に関する統計資料を示す．こ
のうち地域保健・健康増進事業報告と特定健康
診査・特定保健指導に関するデータは，健康づ
くり事業や生活習慣病予防事業の計画づくりの
ための地域診断に有用な資料である．また，衛
生行政報告例は各種医療専門職の就業状況や衛
生行政の実績を把握するのに役立つ資料である．
そのほかに食中毒，歯科疾患，結核に関する資
料も利用できる．

表２　人口統計，人口動態統計，生命表に関する統計資料



月刊地域医学　Vol.30 No.7　2016

みんなの健康を，みんなで守る 　ヘルスプロモーション研究センター
「今こそ地域診断」：既存統計資料を活用した地域診断

581（65）

５．国民生活に関する統計資料
　表４に国民生活に関する統計資料を示した．
この中で国民健康・栄養調査は，喫煙・飲酒・
運動習慣などの生活習慣の状況，肥満，高血圧，

メタボリック症候群などの生活習慣病の発生に
影響を及ぼすリスクの状況を示すもので，「健康
日本21（第２次）」地方計画の策定と評価にぜひ参
照したい資料である．

表３　保健行政に関する統計資

表４　国民生活に関する統計資料
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６．医療・介護に関する統計資料
　表５に医療・介護に関する統計資料を示した．
これらの資料のうち医療費に関するものは，地
域の健康水準を経済的な側面から評価するのに
役立つ資料であるが，地域の健康水準の向上が，
直ちに医療費に影響を及ぼすとは限らないので，
医療費の評価に当たっては，注意深い考察が必
要である．

７．市区町村別の統計資料
　表６は市区町村単位で集計されている各種統
計資料を集めたものである．市区町村が地域診

断を実施する場合，まず，既存の統計資料を参
照していただき，その上で必要がある場合市区
町村単位の独自の調査等により不足資料を補完
する必要がある．

８．政府統計調査に用いた調査様式
　市区町村単位で独自の調査を計画する場合，
調査結果を都道府県や国と比較ができる形で資
料を収集する必要がある．例えば，生活習慣に
関する質問票の作成に当たっては，質問票の文
言，レイアウトを国または都道府県等が実施し
た調査と同じ形式にしたい．厚生労働省が実施

表５　医療・介護に関する統計資料
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している各種統計調査の調査票の様式について
は，すべてネット上に公開されているので，参
考にしていただきたい．
　http://www.mhlw.go.jp/toukei/chousahyo/
　ここからアクセスした平成27年国民健康・栄
養調査の「生活習慣調査票」は，以下のアドレス
から見ることができる．
　http://www.mhlw.go.jp/toukei/chousahyo/dl/
h27_tyousahyou_seikatu.pdf

９．「公衆衛生ねっと」による統計資料の検索
　公益社団法人地域医療振興協会は「公衆衛生

ねっと」を通じて公衆衛生活動に役立つさまざま
な情報を提供しているが，本稿に掲載した統計
資料はすべて「公衆衛生ねっと」からもアクセス
することができる（図１）．
　例えば，最近の国民健康・栄養調査を見たい
ときは，以下のステップで見ることができる．
　①「公衆衛生ねっと」へのアクセス
　　http://www.koshu-eisei.net/
　②「条件でNEWSを検索」を選択
　　 検索したい統計資料の種類，公表時期に応

じて，「分野・テーマ」「用途・種類」「期間」よ
り適切な項目を選択

表６　市区町村別の統計資料



月刊地域医学　Vol.30 No.7　2016

 

 
 

 
 

2016.6 

http://www.stat.go.jp/data/s-sugata/index.htm

 
 

 
 

 
web  

 

584（68）

　　検索の例  「分野・テーマ」  17栄養・食生活
　　「用途・種類」  調査・統計資料
　　「期間」  2015年～2016年
　③検索結果を表示　
　　 ３件表示され３件目の「平成26年国民健康・

栄養調査の結果」を選択

まとめ

　健康づくり活動に焦点を当てた地域診断に必
要な統計資料の所在や内容について概観した．
地域の健康づくり計画の策定と評価に役立てて
いただくことを期待している．地域診断は行政

だけで行うのではなく，地域の医療従事者や地
域に暮らす住民自身も地域の健康課題に関心を
もち，行政と一緒になって，その課題解決に地
域ぐるみで取り組むことが求められる．
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図１　「公衆衛生ねっと」webサイトのトップページ




